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粘り強く、少しでも前へ 
 新年明けましておめでとうございます。この 1年、会員の皆様の健康と本会の

活動が順調でありますようご祈念申し上げます。 

 さて、川越市では現在、「（仮称）川越市地球温暖化対策地域推進計画」の策定

作業を進めているところです。環境審議会の審議、パブリックコメントによる意

見募集が終了し、最終的な段階に入っています。 

 温室効果ガスの排出量を見てみますと、国では基準年度より 8.7%増加（2007

年速報値）していますが、これは全国をならした値で、都市部にある本市では32%

の増加（2004年）がみられます（一人当たりの排出量では国や県の値より小さい

状況です）。特に、ビルなどの業務部門、家庭部門、自家用車を含む運輸部門から

の二酸化炭素排出量は、それぞれ67%、41%、33%と大きく伸びている状況です。 

 計画では、国の京都議定書目標達成計画にある地方自治体に期待される施策に

加えて、市独自の重点プロジェクトを実施することにより、国の削減約束の達成

を後押ししようと考えています。 

 こうした中で、2008年 10月、かわごえ環境ネットが、日常生活に関する取り

組みを協議し具体的な対策を実践する組織である地球温暖化対策地域協議会とし

て国に登録され、地球温暖化対策推進の大きな力になることが期待されています。  

個人的には、昨年3月から市民農園

を借りて夫婦で畑仕事をしています。

初心者なのでジャガイモから始まり

白菜・キャベツまで、目についたも

の 30 種類以上を次々に植えてみま

した。土と太陽の力は大したもので、

あまり手をかけなくても大部分の野

菜はすくすくと育ち収穫できました。

ただ、いくつかは、病気によるものか管理が良くなかったのか失敗したものもあ

りました。今年はネギやゴボウもやってみようと話し合っています。仕事におい

ても始めた事業の全てが計画どおりにいくことは稀だと思います。 

試行錯誤を重ねながら、粘り強く、少しでも前に進めていきたいと考えており

ます。皆様のご協力をよろしくお願いします。 

かわごえ環境ネット理事・川越市環境部環境政策課長 島田友行 
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EM青葉の会 団体会員訪問 地域環境活動を聴く（16）
 今回の訪問先をどこにしようか、と会員名簿を見

ると民間団体名にEMが付く 5団体がある。どのよ

うな意味を持つ記号なのか知りたくなり、最初に書

かれているEM青葉の会に連絡、今回の訪問になり

ました。EM 青葉の会代表・山口せつ子さんと大東

公民館ロビーにて待ち合わせ地域環境活動をお聞き

しました。 

 聴き始めに会の設立について伺いました。「15 年

前胃の弱い私は良い野菜を作り、少しずつ食べたい

気持ちから家庭菜園を始めました。」「この頃、EM

を研究していた篠田さんと知り合い指導を受け、う

まい野菜づくりが出来るようになりました。」「地域

で家庭菜園を行っている方々とよい野菜作りの話題

提供から仲間としての会合を持つようになり、会の

結成になりました。」「現在の会員数は28名で、月に

1 回大東南公民館で講師を呼んで野菜作りの学習会

を行っています。」「篠田さんの研究を学んだEMネ

ット埼京の元会長、下田さんが講師になっていま

す。」ここでEMの意味を聴くと、「微生物を利用し

た土の改良材ボカシを作り、畑土の上に蒔くと微生

物が土を活性化して豊かな土壌になる。育った野菜

は、甘みがあり体にも良く、美味しくいただけます。

詳しくは後でパンフレットを見せます」と話された。

パンフレットとEM1使用説明書を手渡され、書かれ

ている内容を読むとEMとは、Effective Microorgani

sms の略語で有用な微生物群の意味。自然界にいる

微生物の中で、有機物を発酵させたり、太陽エネル

ギーを固定したりする微生物の総称。名桜大学教

授・国際EM技術研究所長の比嘉照夫農学博士が琉

球大学教授時代に開発した。「EMボカシは、家庭菜

園で作る野菜の土作り分位は自分でも作れます。」と

自宅に案内されました。 

 
自宅の車庫にはボカシ作りの密封ケースが並んでいる 

「米ヌカとモミ殻で作るEMボカシ1型は生ごみ用，

米ぬか、油かす、魚かす等窒素含量の多い材料で作

るのが 2型で、これに混ぜ合わせるEM1と発酵活性

液と糖蜜を混ぜ畑に入れる。倍にした液を入れて密

封・発酵させる。」「発酵期間は 45日以上が必要で、

管理温度も 25℃から 35℃が保てる場所が良い」等の

紹介と苦労話が熱く語られました。「EM ボカシは、

希釈して土壌散布、葉面散布、水田の水に点滴のよ

うに少量流し込む、生ごみに散布し発酵処理する、

EMボカシ液を入れた泥団子を作り、川・池の水を 

 
てんぷら廃油で作ったボカシ石鹸 

浄化させる等々の利用がされています。」「月毎の集

まりで、体験事例の紹介を行っている。最近では、

他のEMの会の方たちとも会合を持ち、横の連携を

始めています。」「食の安全意識が高まり、家庭菜園

を行っている女性が会員になってきています。」畑で

はどの様な野菜作りをしていますかと尋ねると、「ク

レヨン 24色です。」と答えました？・・年間で野菜

を 24種類少量ずつ作っているとのことでした。畑に

案内されて眺めると野菜が2～3畝ずつ、キャベツ・

大根・ネギなど幾つもの種類が冬でも緑の葉を繁ら

せている。傍にはEM液を入れたボトルが置かれて

いる。うまい野菜づくりを広める土作りから、生ご

みの利用、水の浄化にと仲間とともに日常の生活が

環境活動につながっていると感じました。自宅玄関

脇に牛乳パックの底を利用した石鹸がいくつも置か

れている。何ですかこれは・・とお聞きすると、「近

くのそば屋さんから使い終わったてんぷら廃油をも

らい作った EM 石鹸です。」「泥汚れのひどい運動

靴・靴下はよく落ちると孫には喜ばれています。E

Mの力みたいです。」EMを利用する知恵が生活の中

に活かされている環境活動と感じました。 

（2008年 12月訪問・広報委員：金子晃） 
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かわごえ環境ネットの活動報告

「里山保全と水質検査の 1日」を終えて 企画委員会

 
左側が枝打ち後のヒノキ林で、陽が林床に差し込んでいる 

 
鎌北湖畔において、参加者全員で水質調査 

 

 
直径 10cm程度のヒノキを間伐するのも一苦労 

 
かすみ湧水堀の前で大辻代表の説明を受ける参加者 

 企画委員会の今年のイベント「里山保全と湖の水

質調査の一日」は、秋晴れで紅葉が始まった 11月

2 日に「パイオニアの森」「鎌北湖」及び「かすみ

湧水堀」において開催されました。今年はパイオニ

ア(株)、(社)埼玉県農林公社森林局、本会会員で森

林インストラクターの資格を持つ竹渕徹会員、吉田

裕之さん（(株)環境総合研究所）等の支援を受けて、

「パイオニアの森」の枝打ち実習からイベントは始

まりました。 

 鎌北湖駐車場から急な山道を登って行き、枝打ち

の実習場に着くまでに息が上がってしまいました。

農林公社の山中さんや竹渕会員、吉田さんのご指導

で横に広がり枝打ちを開始しました。暗かった森が

みるみる明るく変化したようでした。山を下って間

伐の実習です。3本の木を切り倒すのですから、簡

単に考えていましたが、安全に配慮するといろいろ

ルールがあり、それらを守って高齢者パワーで切り

倒しました。倒した木から皮をはぎ、コースター用

にと細く切りましたが、まっすぐに切るのも難しい

ものでした。 

 お昼は各自湖畔でお弁当を広げたり、食堂で取っ

たり、湖畔ではヘラブナ釣りの人たちが多く竿を垂

らせてのんびりした秋の空気が漂っていました。 

 食事の後は水質調査です。賀登環会員の指導

で試験紙を使って色の変化を標準色と比べる、

比色法という方法で ph、COD（水の汚れ具合）

の検査をしました。ヘラブナ釣りで COD が高

いのではと意地悪い予想をしていましたが、意

外にも高いところで 6ppm でした。ここで鎌北

湖を後にして「かすみ湧水堀」の自然護岸を自

然環境部会の大辻代表の解説で見学しました。

この湧水は有名な「霞ヶ関カントリークラブ」

に源を発して、かすみ湧水堀を流れていきます。

古式ゆかしい護岸の工法だそうで、手数が掛か

ったことが容易に感じられました。今年も中国

人の大学生が参加され、国際色あり、皆さんの

ご協力で今年も良いイベントを終えることがで

きました。ありがとうございました。（村上正明）
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伝説の地と史跡・神社に湧く湧水探訪会 自然環境部会

 2008年 11月 17日（月）自然環境部会では定例

の湧水探訪会を開催しました。今回は市内 30 か

所で湧く湧水の内で、伝説の地や史跡・神社に湧

く 10 か所の湧水を訪れました。前日の雨が嘘の

ように晴れ渡った午前9時に川越駅西口をマイク

ロバスで出発しました。参加者は、かわごえ環境

ネット会員に限定したことと、当日体調を崩され

た方もいて総勢 14名でした。 

 参加されたみなさんには、これから訪れる史

跡・神社と湧水の風景や由来などを写真入りで紹

介した案内書を配布しました。 

 午前中の湧水探訪コースは、下新河岸の日枝神

社～砂の扇河岸・厳島神社と弁財天池～仙波の愛

宕神社と仙波河岸史跡公園～小仙波の龍池弁天

～郭町浄水場南の川越城伝説地～久保町の浮島

神社の順で巡り、やまぶき会館の初かり亭で昼食

となりました。 

 午後のコースは、鯨井の青林寺～小堤の八幡神

社～吉田新町の白髭神社～笠幡の三島日光神社

裏の湧水が湧く平地林を巡り、帰途につきました。

最後の三島日光神社裏の平地林は、周辺の宅地化

が進んで入り口が判らなくなり、残念ながら目的

地に到着出来ませんでした。また、今回訪れた湧

水の半数が涸れる寸前の環境にあり、水循環の悪

化が進んでいることを改めて認識しました。 

 以下に、探訪風景を記します。 （大辻晃夫） 

 
日枝神社裏の斜面に湧く湧水池にて。地元

の方が小さなビオトープ池にしています。 
 

扇河岸・厳島神社にて。裏側が弁天池です

が、住宅が増えて湧水が枯渇状態です。 

 
愛宕神社にて。後方に、1992年の社殿火災
で焼け残った大木の姿が見えます。

 
小仙波・龍池弁天にて。神社の樹木は伐採

され鳥居は残土で埋まっています。 
 

郭町浄水場南の湧水地にて。みなで飛び跳

ねて水に浮かんだ地盤を体感。小さいなが

ら砂を吹き上げて湧く釜型の湧水が見られ

ました。 

 
浮島神社にて。太田道真、道灌が川越城の

守護神として祀られています。この湧水池

も湧水量が減り、現在はポンプアップです。

 
鯨井、青林寺にて。本堂裏に湧く湧水は年々

減少し、住職も嘆いておられました。 

 
小堤、八幡神社にて。坂戸台地の斜面から

湧き出す湧水は相変わらず豊富でした。 

 
吉田新町、白髭神社にて。神社前の崖下か

ら湧く湧水は、偽木で直線的に護岸され、

自然味のない水路になってしまいました。
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古谷公民館 環境講座報告 
 2008 年 9 月と 11 月に古谷公民館において、

本会が環境に関する講座を 4回行いました。 

1．古谷女性大学（14回開催）の 8回目（9/3）

【今、地球に何がおこっているか「未来に残す

こと・私たちができることは！」】 

 横山がお話させていただきました。前もって

「かわごえアジェンダ 21」の市民向けアンケー

ト記入をして頂いて、当日の話となりました。

参加者は 21名。「京都議定書」「地球温暖化」の

用語解説から台所で出来る水を汚さない方法等

「かわごえアジェンダ 21」の 120の提案にもあ

る様々な話や本会のイベントなど紹介しました。

環境全般についての話はインパクトに欠けたか

なという印象です。主婦層にアピール出来る環

境講座を考えねばと思いました。 

2．環境講座 ストップ温暖化の 3回（11/1・11

/15・11/29） 

 参加者は環境推進員や交通安全母の会の方 1

0名程ほどでした。 

 1 回目【水の安全について命の源「水」の大

切さを知る】は小瀬理事長です。 

 地域の水環境・生活の水環境を小テーマにし

てスクリーンを利用しての話でした。古谷地区

の空中写真を利用することで農業から工業への

変化をとげているのがよく解り、親しみの持て

る話でした。日本下水道協会、国土交通省水質

源局等の資料が次々にスクリーンに映し出され

て数字による環境変化が解るとともに「便利に

なること」と「失われていく物」のバランスを

考えさせてくれました。 

 2 回目は【地球の温暖化「緑化」について学

ぶ】です。前半は本会全般の活動の話と「古谷

地区の緑」（横山）について、後半は（仮称）

川越市森林公園計画地内での写真を見せながら

の「きのこ入門」（大久保彦会員）です。（仮

称）川越市森林公園計画地は地区的には古谷と

距離があり、訪れたことがない講座出席者がほ

とんどだと思いましたが、地球温暖化防止には

雑木林のCO2削減に多少期待するところもある

ので、またの機会に訪れて欲しいと思っていま

す。 

 3 回目【市内の湧き水見学】は大辻晃夫理事

です。オアシスに集合して、「はなぎ湧水公園」

「龍池弁天」「仙芳仙人の墓」「日枝神社（底

なしの穴）」「浮島神社」「浄水場南下の湧水」

を 2時間ちょっとで回りました。天気に恵まれ

歴史的な話を聞きながらの湧水巡りは室内の座

学と違って、いろいろな話に花が咲きます。環

境推進員の方たちが中心でしたので、「布類の

拠点回収」での感想（まだまだ着られる衣類の

多いことと量の多さなど）や、伊佐沼のホーム

レスの話など現在の本会の話に出てこない話題

が豊富でした。環境をキーワードに沢山の人と

繋がっていけるといいなと思いました。古谷公

民館の企画ありがとうございました。 

 下図は、参加者の J・Tさんから寄せられた報

告書です。ありがとうございました。 

 
講義を受けた J・Tさんからの報告書 

（横山三枝子）
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南古谷公民館 南古谷福祉懇談会報告（南古谷地区社会福祉協議会主催）

 2008 年 12 月 9日、参加者 48 名（自治会長、

民生委員、給食・会食ボランティア、環境推進

委員等） 

 9月 10日に社会福祉協議会の在宅福祉センタ

ー（友愛センター）の協力員の方たちに環境に

ついての話をさせていただく機会がありました。

京都議定書の目標期間初年度なので報道等が頻

繁にされるようになったためか、解りやすく実

行につながる話を期待されているのだと思いま

す。身近なマイ箸、マイ水筒、マイバッグの持

ち歩きから、毎日の炊事、洗濯での注意点等な

どちょっとしたことからの環境活動と「かわご

えアジェンダ 21」の実施協力を話しました。こ

の話から南古谷福祉懇談会での講演依頼があり

ました。南古谷地区は 11月 11日の協働フォー

ラム講演会のはじめにミニコンサートを行った

「南古谷ウィンド・オーケストラ」などの子ど

もサポートを行っている元気な地区です。雨交

じりの寒い天気の日でしたし、参加者の年齢的

は高めでしたが、会場の雰囲気がとても良く、

熱心に聞いてくれました。今回の講演も、本会

の現在活動している分野となかなかリンクする

のが少ない方たちとの交流でした。「かわごえ

アジェンダ 21」もたくさんの方の協力があって

の計画なので本会が発信していく場としては、

とてもありがたい依頼でした。人と人が「環境」

というキーワードでつながりあって、川越が環

境に秀でた市になって欲しいと思います。社会

福祉協議会、南古谷出張所の企画ありがとうご

ざいました。        （横山三枝子） 

会員からの活動報告

第 6回 南小畔川の清掃 原嶋昇治

 
川岸から川に入って（後ろは西清掃センター） 

 
集めたゴミの山、軽トラック 3台分 

 2008 年 12 月 7 日（日）に、南小畔川の塚下

橋から田中橋までの約 2km にわたって清掃を

行いました。EM ネットワーク小畔の会員を中

心に、かわごえ環境ネットの武田、賀登、皆川

の 3 氏の応援のほか、上野地区の環境推進員 2

名も加わり総勢 20名となりました。 

 6 回目になった今年は、台風が来なかったた

めに、川岸からは大きなごみが見当たりません

でした。しかし川に入って見ると、ゴムシート

やビン・カンなど、前よりは少なくなったとは

いえ、軽トラック 3台で運んで、相変わらずの

ごみの山となりました。 

 子供たちが気持ちよく遊べる「里川」を目指

して、市内の川の清掃がもっと数多く行われる

ようしたいものであります。  （原嶋昇治） 

 
ご苦労さん！田中橋のたもとで
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埼玉県地球温暖化防止活動推進員の「現地指導型研修ツアー」に参加して 

 
あきる野市のバイオマス発電施設 

 
都留市のマイクロ発電の大型水車 

 

 2008年 11月 19日、環境ネットワーク埼玉の

主催による標記の研修会が行われ、埼玉県地球

温暖化防止活動推進員 40名が参加しました。快

晴に恵まれ、午前 8時 30分、バスで川越駅西口

を出ました。 

 午前中は、あきる野市の五日市地域交流セン

ターに行き、市の職員より「バイオマスタウン

構想」についての説明を受けました。因みにあ

きる野市は、2007年に秋川市と五日市町が合併

した市で、人口は 8万人余りです。 

 ここではバイオマス発電として、地場産の木

屑等を燃やして温泉を沸かし、余熱を利用して

1 時間あたり 60kW の発電を行って温泉施設に

供給しているとのことです。 

 次いで秋川渓谷沿いにある温泉施設「瀬音の

湯」に移動して、発電設備や温泉施設を見学し

ました。ここでの湧出量は毎分 149L で、宿泊

もできるので都心からの利用者も多く、繁盛し

ているようです。 

 午後は、圏央道から中央道を通って山梨県都

留市に行き、マイクロ水力発電システムを見学

しました。都留市は人口約 3万 5千人、大月か

ら河口湖方面に向う山間地で、リニア実験セン

ターや都留文科大学などで有名です。 

 市内を流れる家中（かちゅう）川の流れを利

用して「可変速下掛け水車型発電システム」と

いう、直径 6mの水車により年間 108MWhの電

力を発電し、主として公共施設に供給している

そうです。発電設備の総工費は 4,300 万円、そ

の内 1,500 万円は補助金、1,100 万円は市から、

残り 1,700 万円は市民参加型のミニ公募債（5

年償還の「つるの恩返し債」）でまかないました。

まさに市民参加によってできたエコシステムで

した。 

 この発電システム「アクアバレーつる」は、

平成 19年度の「一村一品全国コンテスト」で金

賞を獲得しました。説明する市の職員の意気ご

みも高いものがありました。 （齋藤眞之助）

 

かわごえ環境ネットホームページをぜひご活用ください 

http://kawagoekankyo.net/news/ 

 日付と連動するイベントカレンダー 

 ケータイで見られる携帯端末用ページ 

 カラーで見られる「月刊かわごえ環境ネット」 

 RSS配信 

いつでも・どこでも・新鮮かつ鮮明な情報をあなたに 
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近隣市の環境活動

ふじみ野市の環境行政

 2005 年 10 月に、上福岡市と大井町が合併し

てできたふじみ野市は、14.67km2のコンパクト

な地域に、2008年 12月 1日現在で 105,749人の

市民を数え、県内でも有数の人口増加率を示し、

市民の環境への関心も高まっています。 

1)環境基本計画・行動計画を策定 

市の望ましい環境像を「水と緑 地球環境を

守り 安全・快適なまち ふじみ野～協働で持

続可能な社会の実現を目指したまちづくり～」

と謳いあげた「ふじみ野市環境基本計画・行動

計画」を 2008 年 3 月に策定しました。平成 20

（2008）年度を初年度に、当面平成 29（2017）

年度を目標年度とした基本計画と、その実現の

ための市民と行政と事業者の三者の協働による

行動計画がリンクされてまとめられています。 

 この策定にあたっては、環境審議会のほかに、

環境基本計画策定市民検討会議や、大学生も交

えた総勢 64人 4部門の環境ワークショップ、事

業者対象ヒアリング・アンケート調査など、市

民参加による検討の場が併行して設けられたの

が特徴的であります。 

 さらに、「優先的に市民が協働で取り組むモデ

ルとなる 6事業」を抽出し、仲間作りや実践に

取り組む各部会をこの 9月に立ち上げました。

環境課が事務局として積極的にバックアップす

るなかで、市民行動計画の実践が始まりました。 

 この冊子は 122ページの色刷りで、協働によ

る行動計画の記述などは、他市にとっても参考

になる内容であります。 

（参考）ふじみ野市 環境基本計画・行動計画 

http://www.city.fujimino.saitama.jp/fujiminoplan/ka

nkyoukihon/kankyoukihon.html 

2)「エコライフ DAY2008夏」参加県内 10位 

 埼玉県主催の上記の運動に、町会・自治会が

積極的に協力して、53 団体、13,464 人が参加、

小中校生を含めて総数で 16,582人となり、県内

で 10位となりました。 

3)「環境フェアパートⅠ」を開催 

 「ストップ温暖化～あなたにもできるエコラ

イフ」をテーマに、2008年 10月 18日（土）に

福岡中央公園を会場に、市民団体など 16団体に

環境活動の個人 2名を加えて実行委員会をつく

り、11事業所・団体の協賛も得て開かれました。

スタンプラリーやフリーマケットなどで賑わい、

来場者は 3,000人を越えました。 

 環境フェアパート IIは、2009年 3月 1日（日）

に大井中央公民館を会場に、環境活動団体の活

動発表や、地球温暖化に関する講演会、環境活

動展示を開く予定であります。 

4)「ポイ捨て及び路上喫煙」防止キャンペーン 

 市報「ふじみ野」12 月号の 2~3 ページを使

って「きれいな環境のまち ふじみ野をめざし

て」と題し、「ポイ捨ての大半はたばこの吸い殻」

「連携・協働の取り組みで環境づくりを」と訴

え「みんなで取り組みましょう」と呼びかけて

います。その具体的な行動として、12 月 17 日

に午前 7時 30分から 9時まで、午後 5時 30分

から 7時までの 2回にわたって「ポイ捨て及び

路上喫煙」防止キャンペーンを行いました。福

岡高校生、文京学院大学生に市内各団体、市民

グループが多数参加しました。啓発メッセージ

が書かれたたすきをかけ、のぼり旗を先頭に上

福岡駅周辺の清掃と市民啓発に努めました。 

 
朝早くから集まったまち美化活動の市民たち 

（参考）市報「ふじみ野」12月 

http://www.city.fujimino.saitama.jp/life/press/pdf/2

00812/02-03.pdf 

 

（武田侃蔵）
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鶴ヶ島市の「環境推進大会」で宣言 
 2008年 12月 14日（日）の午後 1時 30分か

ら、鶴ヶ島市役所 1階ロビーで、鶴ヶ島市主催

の「環境推進大会」が開かれました。環境活動

の団体の活動状況を示す展示に囲まれて、藤縄

市長の環境保全への熱い思いが語られた後、里

山サポート・市民の森・自然を守る・リサイク

ル都市づくり・学童保育・企業 2社など、環境

問題に取り組む団体の発表がありました。最後

に次のような大会宣言をまとめ閉会しました。 

 ①樹林地・農地・水辺環境が一体となった、

ふるさとの原風景を、守り、育みます。②地球

温暖化の防止のため、CO2 の排出を抑制すると

ともに、吸収源となるつるがしまの緑を増やし

ます。③ごみ「ゼロ」を目指し、5Rを進めます。 

多くの市民の前で「環境」を語る藤縄市長 

（武田侃蔵）

 

 

川越市からのおしらせ 
くぬぎ山ふれあい落ち葉掃き・雑木林の手入れボランティア体験 環境政策課 
 くぬぎ山地区で行われている自然再生事業に

対する市民への理解と、雑木林の保全活動に対

する重要性を喚起し、ボランティアの育成を図

るため、1月 15 日（木）午前 9時 30 分から午

後 3時まで、くぬぎ山地区の雑木林において、

くぬぎ山において活動をするボランティアを招

いて、下草刈り、落ち葉掃き等、雑木林の手入

れ体験を行います。 

 定員は先着 20名で、1月 5日（月）午前 9時

から環境政策課にて電話での申し込み受付けを

開始します。 

 

こどもエコクラブ研修会 環境政策課 
 2008年 12月 13日（土）に「こどもエコクラ

ブ研修会」を実施しました。 

 上戸小学校のエコクラブから 12名の生徒が

参加し、東京ガス(株)の環境エネルギー館（神

奈川県横浜市鶴見区）に行ってきました。 

 この館は、センス・オブ・ワンダー（不思議

に思う心）をテーマとし、参加・体験型の多彩

な展示がありました。生徒たちは環境に関する

映像を見たり、屋上のビオトープで自然観察を

行ったりと充実した一日を過ごしました。
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理事会・専門委員会からの報告

理事会 
 第 97回理事会は 11月 28日に開催されました。

審議事項の主旨は次のとおりです。 

・次年度の事業計画について審議しました。各

部会・委員会の 2009 年度事業計画を検討し 12

月の理事会に提出、検討することとしました。 

・かわごえ環境ネットのパンフレット作成原案

について審議しました。会員入会案内を主旨と

し、本会の活動内容を盛り込んだ三つ折りカラ

ーパンフレットとなっています。表記や体裁に

ついて意見があり、かわごえ環境フォーラムま

での発行を目途に、次回の理事会で改めて検討

することにしました。   （理事：金子晃） 

 
社会環境部会 
 2008年 12月の社会環境部会の例会が、12月

10日、市役所 7G会議室で 13名の参加で開かれ

ました。 

1）11月 28日の理事会、第 7回かわごえ環境フ

ォーラム、アジェンダ 21推進の各委員会の報告

が代表からありました。かわごえ環境ネットの

簡単な紹介パンフレットの見本が回覧されまし

た。ついで、今年度の残りの事業予定、来年度

の計画策定についても話し合いが持たれました。

また、11 月 19 日に南公民館で行われた高齢者

いきがい課主催の環境学習、飯島希会員提案の

市立仙波町保育園の環境学習が仙波河岸史跡公

園で開かれたことなどが報告されました。 

2）地球温暖化グループでは埼玉県主催の「エコ

ライフDAY2008冬」のチェックシート調査に、

昨年どおり全市の公民館に参加をお願いし、調

査用紙 5,400 枚を 12 月 24 日の館長会議で配布

する予定で準備を進めています。 

3）環境保全及び改善グループでは、12 月 7 日

に行った南小畔川の清掃活動の報告がありまし

た。また、2月 19日に、さいたま市文化センタ

ーで開かれる「エコリサイクル交流集会」に、

本会代表として原嶋理事が「生ごみの堆肥化に

よる野菜作り」をテーマに発表します。 

4）まち美化グループでは、恒例の歳末まち美化

活動を 12月 23日に行う内容を発表しました。

今年は、川越女子高校の生徒が参加の予定で、

最後の集合場所を旧川越織物市場とした事情を

説明しました。また、1月 12日の成人式会場で

の歩きたばことポイ捨て防止の啓発清掃行動へ

の参加呼びかけがありました。 

（社会環境部会代表 渡辺利衛） 

 

自然環境部会 
 11 月 16 日（日）に、仙波河岸史跡公園と小

仙波、龍池弁財天において第 7回の自然環境パ

トロールを実施しました。仙波河岸史跡公園で

は、私たちが川越市に要請してきた地下水の供

給や河岸跡池から流れる水路の浚渫工事が進み、

水辺環境が改善されつつあります。また、治安

問題で低く刈り込まなければならなくなったロ

ープ内の草地には、在来の草花や球根類の植栽

が進められています。この状況は、追って記事

で報告致します。 

 11 月 17 日（月）には、伝説の地と史跡・神

社に湧く湧水探訪会が開催されました。詳しく

は記事をご覧ください。 

 12 月 9 日（火）には、（仮称）川越市森林公

園計画地において前回に引き続き西側公有地の

藪状エリアの植物調査を行いました。 

 12 月 12 日（金）には、川越市役所 5 階フリ

ースペースにて池辺公園の下草刈りに関する打

ち合わせを公園整備課と行いました。 

 同じく 12 月 12 日（金）には、川越市役所 7

G会議室にて 12月度・自然環境部会が開催され、

上記の活動状況の報告と小仙波、龍池弁天の自
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然環境悪化に関する現状報告があり、土地所有

者と護岸工事を行った川越市の事情調査結果の

報告と併せて今後の進め方などの意見交換を行

いました。また、池辺公園の下草刈りなどの保

全活動を 12月 17日（水）の午前 9時から行う

ことが決まりました。事務局からは、鶴ヶ島市

主催の環境推進大会への案内がありました。 

（自然環境部会代表：大辻晃夫） 

 
第 7回かわごえ環境フォーラム実行委員会 
 第 5 回実行委員会が 12 月 22 日（金）13:30

から福田ビル 3階会議室で行われました。 

 講演者の応募状況及び投稿状況を確認しまし

た。会議前の時点で 18 件の投稿申込、11 件の

登壇発表、5件のポスター・実物展示、6件の原

稿投稿があることを確認しました。さらに、5

件程度の一般投稿及び 4つの専門委員会等から

の投稿が予定されていることを確認しました。 

 投稿をされていない方については、1 月 8 日

（木）事務局必着で投稿するよう通知し、次回

実行委員会において投稿状況を再度確認するこ

とにしました。 

 会場で使用できるパネルの大きさが 90cm×1

80cmで、会場に 50枚備えられていることを確

認しました。 

 ページ数は、昨年とほぼ同じで 150ページ程

度になることを確認しました。次回の実行委員

会でページ数を確認して、その後印刷見積もり

を取ることにしました。 

 講演会の講師は、「鎌倉を美しくする会」の代

表である高田晶子さんに決まり、先方から内諾

を得ている旨が報告されました。また、同会が

取り組んでいる活動について確認しました。質

疑等を含めて、14:30 から 16:00 までの 90 分間

講演していただくことになります。 

 スケジュールについて確認しました。9:30開

会、9:45から 2時間程度が環境活動報告会、昼

休みに展示会を並行開催、13:00 すぎから 1 時

間程度がかわごえ環境ネットの活動報告、14:3

0から 90分程度が講演会としました。 

 後援依頼状況について、すべての企業に正式

に後援依頼書類を送付したことを確認しました。

最終確認は、次回実行委員会で行うことになり

ました。ポスター及びちらしは、後援の状況が

確定してから作成することにしました。 

 クラッセ川越各階での環境関連行事について

内容を確認しました。2 階の図書館では、環境

に関する子ども向け図書の展示とおはなし会が

予定されていること、4 階の児童館では、午前

におもちゃの病院が開設され、午後に新聞紙を

使った遊びを行うこと、5 階の国際交流センタ

ーでは、外国人向けパンフレットを用いたごみ

の分別に関する説明会を開催する予定であるこ

とを確認しました。これらの並行開催行事につ

いても、本会が作成するポスターやちらし等に

掲載することにしました。 

 次回 1 月 9 日（金）14:00 から開催される実

行委員会において、原稿提出状況及びページ数

の確認、講演依頼状況及び予算の確認、プログ

ラムの確定、表紙・ポスター案の検討、会場レ

イアウトの検討、パネルの必要枚数等必要な機

器・備品等の確認、当日の役割分担の検討を行

うことになりました。 

 これ以降の会議は、1月 20日（火）に横山委

員長と賀登委員による原稿の編集、1 月 26 日

（月）15:00~16:00（理事会後）、2月 20日（金）

17:30から会場設営と決まりました。 

（小瀬博之） 
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これから開催されるイベントのおしらせ等

かわごえ環境ネット主催・出展行事（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください） 
◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 6回） 

日時：1月 9日（金）14:00-15:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

●自然環境部会（2009年 1月度） 

日時：1月 9日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

 毎月第 2金曜日に開催，次々回は 2月 13日 

★（仮称）川越市森林公園計画地 樹木調査 

日時：1月 13日（火）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

持ち物：筆記具 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

 調査と折々の自然観察をしています。毎

月第 2火曜日定例、事前連絡はいりません。 

●社会環境部会（2009年 1月度） 

日時：1月 14日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

 次々回は曜日移動で 2月 12日（木）開催 

★新春講演会・かわごえアジェンダ 21策定 1周

年記念シンポジウム「かわごえの望ましい環境の

実現に向けて」 

日時：1月 16日（金）13:30-16:30 

場所：川越市市民会館第 1~第 3会議室 

（川越市郭町 1-18-7）入場無料 

◆広報委員会（2009年 1月度） 

日時：1月 19日（月）9:30-10:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

◆理事会（第 99回） 

日時：1月 26日（月）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

（川越市郭町 1-2-1，川越市役所前） 

 第 100回は 2月 25日（水）13:00-15:00 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 7回） 

日時：1月 26日（月）15:00-16:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

◆かわごえアジェンダ 21推進委員会（第 5回） 

日時：1月 26日（月）16:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 8回） 

日時：2月 20日（金）17:30-19:30 

場所：クラッセ川越 多目的ホール 

（川越市菅原町 23-10） 

★第 7回かわごえ環境フォーラム 

日時：2月 21日（土）9:30-16:30 

場所：クラッセ川越 多目的ホール 

 
1月 16日（金）に新春講演会「かわごえの望ましい環境の実現に向けて」を開催（再掲） 
 2008年 1月に川越市環境行動計画「かわごえ

アジェンダ 21」が策定されてから早くも 1年が

経過します。新春講演会はこれを記念して、川

越環境保全連絡協議会と共催で、1月 16日（金）

13:30 より、川越市市民会館会議室において開

催するものです。 

 本会理事長の小瀬博之が基調講演を行い、ま

た、パネリストとして、小瀬に加えて環境カウ

ンセラーで気象予報士の飯島希さん、農業従事

者の斉藤達郎さん、本田金属技術(株)の吉野祐

二さん、コーディネーターとして本会副理事長

で、川越環境保全連絡協議会副会長の村上正明

がパネルディスカッションを行います。 

 各方面の方々から環境に関して日ごろ抱いて

いる疑問や課題、その解決策等についてお話を

伺うとともに、会場と意見を交わしながら、川

越市の望ましい環境を実現するための手がかり

をつかみたいと考えています。 

 みなさまの参加をお待ちしています。申し込

み・問い合わせは、川越環境保全連絡協議会事

務局（川越商工会議所内）Tel.049-229-1840, Fa

x.049-225-2101までお願いします。 
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第 7回かわごえ環境フォーラムを 2月 21日（土）に開催 
 2009年 2月 21日（土）9:30~16:30に、川越

駅東口近くにあるクラッセ川越で「第 7回かわ

ごえ環境フォーラム」を開催します。この行事

は、お互いの環境活動を知り、情報を交換・共

有し、それぞれの役割を理解して環境活動をさ

らに推進しようという目的で行われるものです。 

 午前に市民・事業者・民間団体の環境活動報

告会、昼休みにポスター・実物展示会、午後に、

かわごえ環境ネットの活動報告並びに鎌倉を美

しくする会の会長である高田晶子さんの講演会

が開催されます。 

 また、この行事では、クラッセ川越の各階に

おいて環境に関する行事を並行開催することで、

より多くの人に環境について関心を持ってもら

おうと考えています。2 階の図書館では環境に

関する子ども向けの図書展示及び環境に関する

本の「おはなし会」の開催、4階の児童館では、

午前に「おもちゃの病院」の開設、午後に新聞

紙を使った遊び、5階の国際交流センターでは、

6 か国語版のごみの分け方・出し方を用いたご

みの分別に関する説明会を開催する予定です。 

 川越駅東口から近く、気軽に立ち寄れるイベ

ントです。みなさまのご来場をお待ちしていま

す。詳しい情報は次号で改めておしらせします。 

 

1日のエコライフ度を「エコライフ DAY」でチェックしましょう（2月 28日返送期限） 
 埼玉県主催の「エコライフ DAY2008 埼玉」

冬のキャンペーンが 12月 1日から 3月 20日ま

での期間で、各方面に参加を呼びかけています。

川越市でも本会が中心になって、本会会員のほ

か、市内公民館の利用グループに広く呼びかけ

ることになっています。会員の方には、12月末

に発送した郵送資料にチェックシートを同封し

ましたので、取組の結果を 2月 28日までにかわ

ごえ環境ネット事務局（環境政策課環境推進担

当、川越市役所本庁舎 5階、Fax.049-225-9800）

までご返送ください。 

 

会員・関係団体の主催行事 
●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵（Tel.090-2521-5770） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1 火曜日・第 2 木曜日・第 4 土曜日

の 13:30-15:00 

◆1月 6日（火）・8日（木）・24日（土） 

◆2月 3日（火）・12日（木）・28日（土） 

場所：川越駅東口アトレ横歩道橋下集合。

 市役所等まで、数方向に分れてまち美化

活動を実施し、分別して市役所のごみ置き

場にまとめます。約 2時間の予定です。 

2. 第 3日曜日・9:30-11:00 

◆1月 18日（日）・2月 15日（日） 

場所：本川越駅交番横集合。数方向に分か

れて中央公民館まで 2時間の活動予定。 

3. 成人式会場及び周辺の清掃 

◆1月 12日（月・祝）11:00-15:00 

 11:00 会場（川越運動公園総合体育館）

入口駐輪場集合、15時解散。 

 新成人に「歩きたばことポイ捨てを止め

て」と訴えながら、周辺道路を含めて会場

の清掃に努めます。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆1月 10日（土）9:30-12:30 

◆2月 14日（土）9:30-12:30 

雑木林の手入れ（枝打ち・落ち葉掃き）と

お楽しみ 

集合：明見院（川越市今福 677） 

参加費：100円 
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●特定非営利活動法人 

 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園自然観察会 

 10:20国営武蔵丘陵森林公園南口に集合、

15:00 過ぎ終了解散。参加費 200 円、入園

料は必要。お弁当持参のこと。 

◆1月 11日（日） 

 日本野鳥の会本部から安西英明氏を講師

にお招きし、野鳥や冬越しの昆虫を観察し

ます。暖かい服装でお出かけください。 

◆2月 17日（火） 

 野鳥や冬越しの昆虫を観察します。暖か

い服装でお出かけください。咲き始めた梅

の花を楽しみながらルリビタキやシメ等の

野鳥、そして冬越しのクモやカメムシ等を

探しましょう。 

●東洋大学 

☞現代 GP：川越学 

図形処理演習「まちなか発表会」 

◆1月 20日（火）13:00-18:00 

川越中心市街地を踏査した 27 チーム 100 

名の学生による「アメニティタウン川越」

をめざしたまちづくり提案の公開発表会。

当日直接会場へ。参加無料、入退場自由。 

会場：川越プリンスホテル 3階マリーゴー

ルド（本川越駅上） 

問い合わせ：現代 GP支援室（Tel.049-239-

1341）または小瀬まで 

詳しくは、東洋大学ホームページ 

http://www.toyo.ac.jp/event/detail_j/id/989/ 

☞工業技術研究所講演会 

◆2月 26日（木）13:30-16:40 

講演題目は、「ホタルの光・クラゲの光・ノ

ーベルの光」（寺西克倫 三重大学教授）と

「エコライフ・インフォマティクスの考案 

~生活を支え、ECOを推進する情報システ

ムの考案~」（山際基 東洋大学講師）の 2

題。寺西克倫教授は、2008年のノーベル化

学賞を受賞した下村脩さんと共同研究に取

り組んでおられる方です。 

会場：東洋大学川越キャンパス 421教室 

（川越市鯨井 2100、鶴ヶ島駅東口から 10

分） 

申込：先着 100人・当日直接会場へ・無料 

問い合わせ先： 工業技術研究所事務室（T

el. 049-239-1322） 

●川越市 

申し込み：環境政策課（Tel.049-224-5866） 

☞くぬぎ山ふれあい落ち葉掃き・雑木林の

手入れボランティア体験 

◆1月 15日（木）9:30-15:00 

会場：くぬぎ山地区の雑木林 

定員：先着 20人 

申し込み：1 月 5 日（木）9:00 から電話で

環境政策課へ 

☞第 32回川越市星空観察の集い 

◆1月 17日（土）17:30-19:30 

会場：児童センターこどもの城 

（川越市石原町 1-41-2） 

対象：市内在住または在勤の小学生以上 

（小学生は保護者同伴） 

定員：先着 40人、参加費：無料 

●(財)埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957） 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆1月 11日（日） 

 カモ達は越冬地日本でペアを組み、春、

北の国へ渡り繁殖します。雄は相手を求め

るため、羽を飾り、雌の前で水を跳ね上げ

たり、頭を持ち上げたり、気を引こうと種々

な行動（ディスプレイ）をします。寒いで

すが楽しいことが多いですよ。防寒具を一

枚多くご用意ください。 
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◆2月 8日（日） 

 沼のカモは北の国に帰る準備をし、群れ

で行動するようになります。冒険の森の小

鳥たちにどんな変化が見られるでしょう

か？木に葉がないときは鳥が探しやすいで

す。 

 

広報委員会からのおしらせ・編集後記 
●「福祉と環境」節約アドバイザーの講演 

 1月 18 日（日）午後 1時 30 分から川越市総

合福祉センター「オアシス」の 2階体育室で、

節約アドバイザーの名でメディアに多数出演し

ている和田由貴さんの講演があります。テーマ

は「福祉と環境 人と地球にやさしい省エネテ

クニック」で、入場無料・直接会場へ。広く参

加を呼びかけています。 

●会員からの活動報告・告知等を随時募集 

 会員の活動報告をぜひお知らせください。写

真も掲載可能です。また、本会会員や関連団体

等が主催する公開イベント等の情報の掲載等も

受け付けています。2009 年 2 月号（No.028，1

月下旬発行予定）の掲載原稿は、1月 16日（金）

事務局必着です。電子データでいただけるとと

ても助かります。詳しくは、かわごえ環境ネッ

ト事務局までお問い合わせください。 

●編集後記 

◆今号は年末進行で、少し早めに発行すること

ができました。さて、2008年を振り返ると、本

会の活動として、川越市環境行動計画「かわご

えアジェンダ 21」の策定に始まり、「かわごえ

環境フォーラム」をはじめとするさまざまな行

事を実施できたとともに、限られた編集作業の

中、1 年間の活動が無事「月刊かわごえ環境ネ

ット」にまとめられたことをうれしく思います。

関係各位及び行事に参加してくださったみなさ

まへ、この場を借りて感謝申し上げます。 

 そして、2009年がみなさまにとってよい年に

なりますようお祈り申し上げます。また、川越

が少しでも望ましい環境像に近づくよう、私も

努力していきたいと思います。 

 さて、本会が発足したのは 2000年 8月で、2

010年度に 10周年を迎えます。1年あまり先の

話になりますが、理事会では記念事業の具体的

な検討を始めました。会員のみなさまにも 10

周年記念事業に関するご提案等をいただければ

と思います。かわごえ環境ネットの部会等の会

合や本会事務局窓口、ホームページなどにおい

てぜひご意見をお寄せください。（こせ） 

◆百年に一度の経済危機の荒波の中で迎える

新年は、あらためて国民の連帯と信頼の環が拡

がる、希望の年としたいものであります。 
自動車産業をトップに、輸出至上のグローバ

ル経済は、反面に食糧を中心とした輸入圧力で

食糧自給率が 40%を割るほどに低下しました。

この経済構造の先行きには回復の見通しがあり

ません。この機会に国内の見捨てられた産業の

見直しが緊急の課題となりましょう。休耕田に

みられる農村の衰退、杉花粉騒動に見られる安

易な植林行政と山林の荒廃は識者の指摘すると

ころであります。 

昔は、都会の失業者の受け皿として農村が機

能したとも言われていました。今では帰るべき

ふるさとが見つかりません。ここに、政府が「国

土再建隊」のような組織を作って失業救済を図

り、人材を農山村に投入したらどうでしょうか。

草ぼうぼうの休耕田、耕作放棄地をよみがえら

せ、緑豊かな農地にもどし、安全安心な農作物

を作り、地産地消の環が拡がるでしょう。 

ちょっとした大雨でも崩れる荒廃した山の姿

を見るとき、下草刈りや間伐で力強い樹木が育

ち、山の形が変わって緑豊かになる姿に国民の

希望も湧いてくるでありましょう。 

川越市でも、人材不足で困っている農業経営

者もいるのではないでしょうか。川越市は、商

業・工業・農業のバランスのとれた市だと言わ

れていますが、農業の地盤沈下は著しいものが

あります。川越市で、農業での失業救済はダメ

なのでしょうか？一考を願うものです。(KT) 
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ｗ 
イベントカレンダー（1月 1日~2月 28日） 

日 月 火 水 木 金 土 
★：会員内外を対象にした公開イベント 
●：会員全員が対象の部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 
詳細は個別の記事を参照ください。 

1/1 
【元日】 

2 
 

3 
 

4 5 6 
◎13:30まち
美化啓発運動 

7 8 
◎13:30まち
美化啓発運動 
○かわごえ環

境活動報告集

レポート原稿

事務局必着 

9 
◆14:00フォー
ラム実行委員会

●15:00自然
環境部会 

10 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 
 

11 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

12 
【成人の日】 
◎11:00成人
式会場及び周

辺の清掃 

13 
★9:30川越市
森林公園計画

地樹木調査 

14 
●15:00社会
環境部会 

15 
◎9:30くぬぎ
山ボランティ

ア体験 

16 
★13:30新春
講演会「かわ

ごえの望まし

い環境の実現

に向けて」 
○本誌 2月号
原稿投稿締切 

17 
◎17:30星空
観察の集い 

18 
◎9:30まち美
化啓発運動 
○13:30「福祉

と環境」講演会 

19 
◆9:30広報委
員会 

20 
◎13:00図形
処理演習「まち

なか発表会」 

21 
 

22 
 

23 
 

24 
◎13:30まち
美化啓発運動 

25 
 

26 
◆13:00理事会 
◆15:00フォー
ラム実行委員会 
◆16:00アジェ
ンダ推進委員会 

27 
 

28 
 

29 
 

30 31 

2/1 2 3 
◎13:30まち
美化啓発運動 

4 5 
 

6 
 

7 
 

8 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
 

9 
 

10 
★9:30川越市
森林公園計画

地樹木調査 

11 
 

12 
◎13:30まち
美化啓発運動 
●15:00社会
環境部会 

13 
●15:00自然
環境部会 

14 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 

15 
◎9:30まち美
化啓発運動 

16 
 

17 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

18 
 

19 
 

20 
◆17:30フォー
ラム実行委員会 

21 
★第 7回かわ
ごえ環境フォ

ーラム 

22 
 

23 
 

24 
 

25 
◆13:00理事会 
 

26 
◎13:30工業技
術研究所講演会 

27 
 

28 
◎13:30まち
美化啓発運動 
○エコライフ

DAY返送期限 
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